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ゾウミジンコの殻面から得られた Colαciumlibellaeについて

加藤季夫

(222横浜市港北区大曾根 3-15-1)

KATO， S. 1983. On Colacium libellae ROSOWSKl et WILLEY (Class Euglenophyceae) isolated 
from the exoskeleton of Bosmia sp. Jap. J. Phycol. 31 :朗-91.

Colacium was found on the exoskeleton of Bosmia sp. collected from a swamp at Suga-

daira， Nagano Pref. in 1976. Three isolates of this alga were obtained by the capi11ary 
pipette method. The three isolates produced highly.branched stalks in four mediaしAF.6，
Cramer.Myers， soi1.water and soi1.water.pea. Stalked cells were cylindrical in shape and 
their apices were rounded. On the basis of these characteristic features， the three isolates 
were identified with Colacium libellae ROSOWSKl et WILLEY. 
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Colaciumはミドリムシ藻綱 (Euglenophyceae)の 培地に接種後2日 1，4， 8週間後に細胞の形態お

中で唯一群体を形成する藻で，わが国では，現在まで よび付着器の形成と形態について調べた。さらに，付

に C.arbuscula STEIN (神谷 1960)，C. mucronatum 着器のクッションを形成させるため，時計皿に入れた

BOURRELLY et CHADEFAUD (加藤 1981)および C. 慮過滅菌水(神奈川県二ツ池の水)4mlの中に藻など

vesiculosum EHRENBERG (加藤 1982;斉藤 1982)の が着生していない Cyclopssp. 10個体(神奈川県二ツ

3種が知られている。 池から採集)と Colacium数千細胞を入れ 2日後に

筆者は1976年11月に長野県菅平高原の湿原から採集 調べた。

された甲殻類 (Crustacea)の Bosmiasp.の殻面上 光学顕微鏡観察には生きた試料と 1%オスミウム酸

に着生していた Colaciumを単離・培養し細胞の形 水溶液の蒸気で固定した試料の両方を用いた。さらに，

態および付着器の形成と形態について調べた。その結 ピレノイドの染色にはプロピオン酸カーミン (Ros・

果， この Colaciumは， ROSOWSKl and WILLEY OWSKl and HOSHOW 1970)を用いた。走査型電子顕

(1975) がイトトンボ類 (Z ygoptera) の lschnura 微鏡観察には2%グノレタールアノレデヒド・リン酸緩衝

verticalis rr幼虫の直腸から得た C.libellae Rosow・ 液 (0.2M，pH宇7.2)で固定し， 50-100%のエタノ-

SKl et WILLEY と同一種であることが明らかになっ ルシリーズで脱水後，さらに，臨界点乾燥を施し，金

たので，ここに報告をする。 蒸着した試料を用いた。

材料と方法 観察結果

本研究に用いた ColaciumC・72，C.73， C・74の3株 細胞の形態 ColaciumC.72， C・73，C.74株の遊泳

は， 1976年11月11日に長野県菅平高原の湿原から井上 細胞は長縞円形あるいは卵形で，その大きさは長さ19

勲氏により採集された Bosmiasp.の殻面上に着生し -27μm，幅 10-12μm，体長の約21;音の長さの鞭毛

ていた Colacium(Fig. 1)を， ピベット洗浄法で単縦 (locomotory flagellum)を持ち，活発に泳ぎまわった

し， AF・6培地(加藤 1982)中で培養したものである。 (Fig.2)。葉緑体は皿状で，細胞あたり 6-12個，細

培養は 200C，30001ux， 12-1211寺間明暗周期の条件下 胞の内側に向かつて突出したピレノイド (innerpyre-

で行った。 noid)をそれぞれ1個持っていた。核は球形で，径6

培養実験には AF・6培地， Cramer.Myers培地 -7μm。限点は 3-4μmの長さで，貯蔵胞の上部に

soil.water 培地， soil-water.pea培地の4種類を用い， 近接していた。
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Fig. 1. Bosmia sp. collected from a swamp at Sugadaira， Nagano Pref. Small cells scattered over 

the cell body are Colacit日nlibellae. X 125. 

Figs. 2-6. Colacium libellae strain C.72 cultl1red in AF-6 medium. 2. Free-swimming cell. 2-day-

old culture. X 1250; 3. A colony with two cells. 2-day-old culture. X 500; 4. A colony with some 

cylindrical cells. 1-week-old culture. X 250; 5. A dendroid colony with many cylindrical cells. The cells 

are elongated and their apices are rounded. 4-week-old culture. X 500; 6. A dendroid colony with ovoid 

cells. 4-week-old cl1lture. X 500. 
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Figs. 7-8. Cushion holdfasts of Colacill7n libellae producecl on Cyciops sp. 7. Numerous brown 

cushion holdfasts (arrows). x 125; 8. Scanning electron micrograph of a disc-shapecl brown cushion 

holdfast. x 2200. 

一方，柄の先端に付着していた細胞は調n長い円筒形

で，両端部は丸くなっていた (Figs.4， 5)。しかし

細胞の形は変化しやすく ，まわりの水の動きなどによ

って，その特徴的な形から紡錘形 (Fig.3)あるいは

卵形 (Fig.6)に変化した。細長い円筒形をした細胞

は大きさが長さ 35~44μm ， 隅 6~10μm で， 1細胞

あたり 6~17個の葉緑体を持っていた。

付着器の形成と形態 Colacill7n C-72， C-73， C74株

の遊泳細胞を AF-6培地に媛種すると 2日後にはす

でに付着務の柄が形成されていた (Fig.3) 0 1迎間後

には二叉:伏に分岐した長い柄が (Fig.4)， 4週間後に

は多数の二叉状に分岐した柄が形成されていた (Fig

6) 。他の 3~割以の培地を用いて柄の形成を調べたとこ

ろ，全てのtT-fj也中で‘二叉:伏に分岐した柄が形成されて

L 、Tι。

この Colacill7n3株は付話器のクッション (cushion

holdfast)を AF-6培地，soil-wat巴r-pea培地中で稀

にしか形成しなかった。また soil-water培地，

Cramer司Myers:J;音地中では接種後8週間たってもクッ

ションを形成しなかった。そこで，Cyclops sp との

こ者混合培養を行ったところ， 2日後，褐色のクッシ

ョンが Cycio戸5sp.の殻而上に形成されているのが観

察された (Fig.7)。ク ッションは円総状で，中央部が

くぼんでいたが (Fig.8)，仁1"央部に突起があるものも

少数観察された。

考 察

Colacill7n C-72， C-73， C-74の3株は二叉状に分岐

した長い柄を形成しその柄の先端に刺|長い円筒形の

細胞を付着させているなど， 幾つかの特徴的な形質で¥

RosowSKr and WrLLEY (1975)が記i依した Colacill7n

libellae RosowsKr et WILLEYとよく一致した。 し

かし今回調べた Colacill7nの3株は，クッションを

形成する点および Bos7niaspの殻而」こに着生してい

た点て、 C.libellaeの記牧と相違した。

ROSOWSKr and可NrLLEY(1975)は C.libellaeが

クッションを形成しなかったと記放しているが，今回

調べた Colacill7nの3株は，ROSOWSKI and WILLEy 

(1975)が C.libellaeの法務実験にf.H¥，、た soil-water-

pea培地中で， f.桁稀背希Iで‘はあるが円撚状の夕ツシ ヨンを7形移

j成戎した。し泊か、しし， クツγ ヨンの形成はi培音義養，条イ併4二などに

よつて影智轡Pされやすす-九L、と幸報la告されており (侭RミOSOα¥iへ刊1

ancl KくUGRENS1973; J.力J川日川J封燦~ 1982わ)， このクッション1杉

成における両者の相違は，培養実験にHJ¥，、た soil-

watea-pea 培地の土嬢の違いに起闘するものと考えら

れる。

ROSOWSKI and WILLEY (1975)は C.libellaeを

イトト ンボ類の Ischnllraverticalisの幼虫の直JJ易か

ら得たと記11正しているが，筆者は今回調べた Colacill7n

の3株を Bos7niaspの殻函上からf4if.た。しかし C

libellaeは soil-water-pea培地をはじめとする幾つか

の培地中でよく増殖し，実験室内で、甲殻殺の Daphnia

の殺面にも若生する と報告されていることから (Ros-

OWSKI and WILLEY 1975)， 自然水域において， C. 

libellaeはイ トト ンボ矧の幼虫の直腸内だけに|浪らず，

Daphnia， Bos7nia等の呼l殻類の殻iniにも:;00生してい

ると考えられる。

以上述べたように， クッションの形成および生息場

所について， C. libellaeと今回調べた Colacill7nの

3j朱の間には明確な差異は認められなかった。 したが

って，細胞および付着器の柄の形態に基づき，C-72， 

C-73， C-74株の Colacill7nを C.libellae ROSOWSKI 
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et WILLEYと同定した。

終りに，本研究を行うにあたり御指導して下さった

東京学芸大学小林弘教授，培養に関して日頃から助言

して下さっている三浦宏一郎博士および日本大学大鳥

海一博士，ならびに Bosmiasp.を提供して下さった

筑波大学井上勲博士に深く感謝する。
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